




 施工手順
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注意

作成した直角二等辺三角形の角が接するように
床に並べる。スペーサーで壁と床材の隙間を確
保する。

隣接する貼り始め用三角形をB材で勘合。
置式施工では、接着剤の使用は不可、釘などで固定す
ることも不可。

A材で前列のA材とB材を勘合する。
A材が壁際で長さ切断した材であれば、前列のA材と
B材のサネに接着剤を塗布する。

次(左側)の貼り始め三角形をB材で勘合する。
この時、B材が壁際材で壁に合わせて切断した場合
は、前列のA材とB材のサネに接着剤を塗布してから
勘合する。

前列のA材とB材をA材で勘合する。
以降、右側からB材とA材の順に勘合を繰り返す。
壁際や貼り終いの材で切断した材は、前列のサネに
接着材を塗布して勘合する。接着剤の塗り過ぎにご
注意ください。
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クロノテックス ヘリンボーンの施工手順

1 貼り始め床長さ（幅）を測定
（施工幅W） ＝ (全幅W0) － （壁際の隙間S） × 2

上記の施工手順による測定結果と計算結果

（最大施工面積） 幅方向最大8メートル、奥行方向最大12メートル

W0（全幅） S（壁際の隙間） 

W（施工幅） 

N（作成する貼り始め三角形の数） ＝ W ÷ 940 ＋ 1

D（三角形の切り落とす合計長さ） ＝ W － N × 940

W0 － S × 2

2 貼り始め「直角2等辺三角形」の作成数Nを算出する
（作成数N） ＝ (施工幅W) ÷ 940 ＋ 1 （または2）

3 施工幅Wのおさまりを計算して奥行壁側のそれぞれの三角形を切り落とす
（切り落とす合計長さD） ＝ (施工幅W) － （三角形作成数） × 940

切り落とす長さの検討：奥行側の両端三角形に対して切り落とす線を記載してください。
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●ほうきや掃除機などでフローリング表面のゴミを取り除いてください。

●日々のお掃除はフローリング用のウェットティッシュで行います。

●稀に頑固な汚れが付いた場合は、まず固く絞った
雑巾で拭き取ってみてください。それでも汚れが
落ちない場合は、アルコール（無水エタノール）を
吹きかけてそれでも汚れが落ちない場合は、メー
カーにお問合せください。

●KRONOTEXフローリングは基本メンテナンスフリーです。

●ワックスについて
　※基本ワックス不要です。艶をつけたいなど、お施主様判断でワックスを施
工する場合のみ下記ご注意ください。

　KRONOTEXの面材には静電気防止機能がついており、ワックスをかける
事により性能を発揮できない事がございますので、ご注意ください。 ワッ
クスをかける際は、水分量の少ないワックスまたは少量ずつ伸ばすように
施工してください。

●水にご注意ください。
　KRONOTEXの芯材はHDF(高密度繊維板)を使用しており、実が水に長時
間浸かると不具合の原因となります。 面材は問題ございませんが、実に水
が長時間浸からないよう早めに拭き取ってください。お掃除の際は水分に
ご注意いただき、適度な水分量でお願いいたします。

　(ウェットティッシュ程の水分量で十分綺麗になります。)

●補修について
　KRONOTEXの面材は非常に強く、土足歩行も可能なフローリングです。
しかし、面材の強度にも限界がございます。 尖った金属や重量物、金属製の
家具を引きずったりすると傷の原因になります。面材の割れ、傷ができた場
合はご相談ください。

お掃除方法

使用上の注意
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クロノテックスジャパン株式会社

https://kronotex.jp

〒381-0024 長野県長野市南長池280番8
TEL.026-267-0311 FAX.026-267-0312

ラミネートフローリングクロノテックス施工方法をYouTubeにて詳細動画配信中！


